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都市気候学小史（1）
　、

吉 野 正 敏

　都市気候は都市の発展とともに，すでに古代・中世から意識されていた。これを，都市発達史および都
市計画史の史料によって概観した。さらに，観測時代に入ってからの近代都市気候学の発達遣程を述べた。

1．京えがき

　都市が人間居住の場として発展するにつれ，いかなる

気候条件のもとにその都市があるか，また，都市の内部

と郊外では，どのような気候の違いがあるかについて，

大きな関心が次第に持たれるようになった．いわゆる近

代気候学が成立したのは，19世紀末から20世紀にかけて

であるが，都市気候学の繭芽は，かなり古い時代にまで

さかのぼって認められる．ただ，都市気候という現象そ

のものが，都市の発達とともに変化し，一般に明瞭にな

ってくるので，都市気候学史は都市史・都市気候史とと

もに・その発展過程が理解されなければならない．例え

ば・天文学史と比較してみれば，その性格の特徴がはっ

きりすると思う．

　近代的な意昧でのいわゆる都市気候学は，森林気候学

・山岳気候学などとともに，小気候学の1部門である．

しかし，都市気候学の重要な問題のなかには，都市が成

立するための自然条件の1つとしての，気候条件の研究

がある．例えば，種々の気候型と都市構造の関係などで，

これは大気候的な問題である．本稿には，この種の問題

も含め，都市気候学が，科学として成立する以前の時代

から・最近に至るまでの発達の過程を，現在得られる限

りの史料で概観した．今後，史料の補足によって，さら

に完全なものとしたい意向である．

　　　　　　　　2．近代以前

〔A〕　古代都市における気候条件の意識

　古代都市は，いうまでもなく，軍事的・商業的性格が

強かったから，気候条件は大きな問題とは一般にされな

かった．．従って，例えば，市民の毎日の生活と最も深い

関係をもつ風でも，古代の人にとっては，親しみあるも

のか，或いは神から与えられるものと考えられていた．

バビロンにおいて，乾燥冷涼な北東の風はマルドゥク（バ

ビロンの守護神）によって送られ，また，夏の北西の新

鮮な風はイシュター・（愛の女神）になぞらえられ，沙漠

からくる南西風は，戦の神・死の神によって送られると

「していた．メジナMedinaにおいては，沙漢からの東風

Simumは，屋外の人を死に導くとして恐れられていた．

　気候条件を意識した都市計画の最古と思われるもの

は，アッシリアのパルミラPalmyraの遺跡に発見され

＊東京教育大学理学部地理学教室

1957年1月

る．パルミラはダマスクスDamascusの北東240km，
シリア沙漢の北縁のオアシスに位置し，ソロモン王時代

（前1000年ごろ）以前から隊商の中心地であった．その

大列柱街路は，幅11mで露天であるが・その横の歩道

は幅5mで，日光や風雨を防ぐために掩いがつけられて

いた．これは，わが国の雁木と似たものではあるが，古

代都市の市民の日常生活に，どれ程の価値をもっていた

であろうか．この時代の都市は，専制君主の居城で・彼

らの財貨の消費中心であったことから，市民の生活と

は，おそらく関係がうすかったと考えられる．

　ローマの代表的技術者・建築家のヴィトルヴィウス

（M．Vitmvius前75－26）は，建設する都市の気候条

件について，「健康的な土地は小高い位置で・そこには

霧もなく，霜もない．また斜面の方向，沼沢地や湖沼・

海岸との関係も考慮しなければならない・」　と衛生気象

的な面を強調している．また，キュルツスのアンドロニ

クスAndronikos　Kyrrhestesの8角の大理石の塔，ホ

ロロギンHorologium，いわゆる風の塔を参照して・ヴ

ィトルヴィウスは，「都市の中央で，この風の8方向を

定め，大路小路の線は，それぞれの風の中間の角に向け

なければならない．さらに，神殿や広場の位置は，その次

に選択されるべきだ。」という．こういう考えが・科学者

が奴款的な境遇にあったローマ時代にあって・現実にど

れだけとり入れられたかは疑問であるが，とにかく，市民

の健康に対する気候条件の分析は・かなり詳細である．

　古代インドでは，人口の大多数が村落にあり・都市に

おけるよりも，村落において当時の特性が明瞭である．

マーナサーラM五nas蕊raもilpaもastraには，村落計画に

ついて次のように書いてある．幹線道路は日時計によっ

て東西南北に配列され，その中心に広場をおく．東西道

路は帝王の路（Rajapatha）と呼び，太陽が朝から晩ま

で照らして浄化し，南北道路（Mah欲alaまたはVa－

mana）は換気をよくし，涼風の恵みを住民に与えるとい

う．広場は，会議場に使われ，小さい村ではバニアン樹

または天竺菩提樹で掩われ，大きい村では桂の立並ぶ

Mandapam　とか，木造り・レンガ造りまたは石造りの

楼閣があった．

〔B〕　中世φ都市計画と気候条件

　都市計画の歴史は非常に古く，中でも碁盤割の都市は・

エジプト（前3000年），インド（前2000年）などにまでさ

かのぼる．中世においては，都市計画に2つの流れがあ
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り，（1）古代都市が人口の増加によって，自然生長的な放

射型道路をさらに拡大した場合と，（2）まったく新しく碁

盤割の計画をした場合とがある．西ドイツが13世紀以後

エルベ河以東に植民都市を建設した場合も，碁盤割の都

市計画がとられた．約350の新都市が作られたが，これ

らの都市の地点の選定標準は，地峡の地点，海峡に沼う

地点，海と沼との間の地点，山から平地にでたところ，

沼沢地方の河の渡場，交通路の交叉点，大河の出口，鉱

物の産地の近く，とされ，主として地形と産業立地のた

めの好条件が考慮されている．もちろん，上記の地形条

件は・ある程度気候条件が意識されてはヤ・るが，しかし，

直接とはいいがたい．この理由は，エルベ以東の地域で

は・気候条件が住民の生活に被害を根本的におよぼす程

でない獄かりでなく，この植民は諸侯・僧正・騎士団な

どの援助で行われたから，社会的・財政的基盤があり，

たとえ気候的悪条件にみまわれても，それを逃れえたか

らであろう．

　もっとも，一般的にみて，このごろの都市は，人口も

家屋数も少く，今日の田舎の集落とか小都市に近いもの

で，安価と寒冷を防ぐため長屋で1列の家並をつくるの

が習慣であった．鋪装してない道路は，冬，風の猛威か

らまもるために狭く，曲り道・行きどまりが多かった．

また，ガラスが市民の家屋に普及していなかったので，

手工業者や商人の平土間と，屋台商の仕事場のため，あ

るいは歩行者のため，道路に面した1階は通し廊下のよ

うになっていた．　（わが国の雁木の上も，2階になった

形）アーケードの歩道もあったらしく，これらは夏の日

射や冬の降雪から市民を救った．

　このように，一般市民生活が発展したために，ただ1

例として雁木状の建築物を古代と比較してみても，それ

が都市において果す役割が大きく変ったということが指

摘できる．

　日本では，平城京・平安京が唐の長安にならい碁盤割

によって建設されたことは有名である．満洲の古いなら

わしで，首都は東・西・北に山，南が開いているのが備

えるべき地形とされていた．すなわち，西に山があるの
　ぴやつこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げんぶ

を白虎，北に丘があるのを玄武，東に川が流れるのを
せいりゆう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すぎく

青竜，南に平野が開いているのを朱雀といった．この

ようないい伝えは，満洲にいつごろからあったかはっき

りしないが，現在でもこの地方の集落は丘麓の湿地をさ

け，丘腹の日照にめぐまれた温度条件のよい位置にあ

る，中国の北東部の緯度の気候を考えると，合理的な地形

条件の判断が古くから行われていたわけである．同じく

中国の風水説は，「東有流水，西有大道，南有沢畔，北有

高山」を都市の理想位置とし・日射・冬の季節風・水利

条件を考慮している・もちろん，都市の懸丘上位置”の意

義は，古代には一般的な形式であったが，時代の進展と

ともに変化してきており・この時代には丘そのものの把

握も変ってきている．
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　中国の都市内部の状態，例えば道路の形態は・ヨーロ

ッパと同じ程度に進歩していた．マルコポーロの旅行記

によれば，13世紀にはすでに杭州その他マンジ（蛮子）

地方一一黄河以南の地方一一の都市の街路は，石または

錬瓦で鋪装されていた．しかも，杭州の大通りは，両側

が30尺ずつ鋪装されているが，中央は小砂利を敷き，馬

車の通行に便利にし，また雨水を付近の運河に流し込む

アーチ状の排水渠を作って，雨が降ってもすぐに乾くよ

うにしてあった．

〔C〕　近世都市の発達と都市気候

　文芸復興の気運は，造型芸術の意慾をかりたて・理想

都市の計画もイタリアにおいて特に進んだ．従って，

「都市における街路は，河のようにゆるやかな曲線をえ

がいて走るものとし，一・・（L．B．Alberti）」とか，「都

市は全体として，人間の組織に肩を並べうるような理性

の法則に従って配置されねばならぬ．（F・d・G・Martini）」

とかの意見が多く，美的な観点が支配的で，都市計画は

建築家の手による文化作品とみなされた．星形・山形・

5角形・6角形その他の多角形の都市が，イタリアから

ドイツ・フランスにうけつがれて，考えられたのもこの

時代である．しかし，このような「作品」をよそに・昔

ながらの都市では，現実の問題として，さまざまの気候

災害が発生するようになった．

　それは，近世になって，人口が都市に急速に集中し・

面積的にも都市が拡大してきたことによる．例えば・ロ

ンドンの人口は14－15世紀に4－5万であったが・1563

年約9万，1580年12万，17世紀初には20万を越し・1634

年は約34万，1661年には46万となっていた．こうなると

必然的に伝染病・火災・都市大気の汚染が問題となって

きた．ロンドンの流行病は16世紀の間だけで，1500年・

13年，18年，21年，22年，25年，28年，48年・51年・56

年，63年，65年，69年，81年，82年，92年と発生’し・こ

とに1565年には6月から秋まで続き，最大の時期には1

週間に死者約6000人がでた．都市の拡大と道路の延長は

つきものであるが，道路の整備は大ていの場合並行しな

い．街路に砂利や敷石を敷き始めたのは14世紀ごろから

であるが，まだ，一般に不潔で，ゴミや汚物がすてられ

て雨が降ればどろどろになり，乾けば舞いあがるという

始末であった．だからペストが流行するのも不思議はな

かったわけである．

　また，ロンドンの大火は昔から有名で，1078年・1212

年，1666年とくり返され，ことに1666年のは大きく・9

月2日日曜日の未明ロンドン橋の近くから発火し・東の

強風で4日間焼け続け，160ヘクタール12300戸を焼矢

した．ロンドンでは，すでに1189年の大火以後石造瓦ぶ

きの建築をする人々に特別な権利が与えられ・1212年の

大火以後は葦・萱・藁ぶきを禁じ，漆喰をぬって耐火性

をもたせることを規定した．ドイツでは14世紀ごろに火

災後の新家屋は木造を禁じ，藁・板ぶきを禁止する法令

懸天気”　4．1
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をだしていた．また，ロンドンでは1666年の大火後，戸

口・窓などのほか，すべて石・錬瓦を使用しなければな

らないとされた．この大火の跡を，王室工部局調査官代

理のレン（Sir　Christopher　Wren1632－1723）は調査

し・9月10日に王と議会に再建案を提出した．この計画

は，個人の所有権の問題，住宅移転の障害その他の問題

で実現はしなかったが，30mの直線道路，規則正しい道

路網，テームズ河沿いの緑地帯など，いろいろの意味で

近代的な計画であった．これに続いて，イブリン，フッ

クという人達が計画案をだしている．

　都市の大気汚染については，このイブリンの記述があ

る．彼（SirJohnEvelyn1620－1706）は，旅行家で日

記家であるが，後にRoyal　Societyの幹事になった人で

ある．その著，”煙の流れ”Fumifugium1661で，ロ

ンドンの空気と煙がまき散らす迷惑について述べてい

る．例えば，r田園はどこもうららかに晴れ渡っている

のに，市中は硫黄の煙でうす暗く，太陽の光もとどかな
い
．
遠 い国からやってくる疲れた旅人は，自分がゆく町

（ロンドン）を懸見る”よりもまず，　“かぎつける”。」

という．そうして，「ロンドンでは，空気をよくするた

めに，火を使う工業はすべて市の中心からグリーンヴィ

ッチとウールウィッチの中間に移転させ，将来も都市の

近くに建てさせないこと，脂蝋熔融・屠殺場・石けん煮

沸などを禁じること，場末の低地をよいにおいのする樹

で緑地化すべきこと．」を述べている．このように，いま

から3世紀前に，すでに都市の大気汚染は気付かれ，そ

の対策の1つに緑地の設計がなされていた．。

　パリーでも同じく，アンシャン・レジーム（1607－

1789）においては，次第に不潔さが増してきて，1638年

参事院はつぎの決定をした．　「パリーの周囲と場末には

まったく無計画に建物が並び，畑の中にまでおよんだ．

このためパリーの空気はますます汚染し，そのおび左だ

しい不潔物をパリー市街から取除くことは，おそらく困

難になるであろう．従って，今後パリーの場末には．建築

は一切禁止する．」しかし，この決定の効果はなかった

らしく，1724年にふたたびルイ15世が場末の建築を禁じ

ている．

　イヴリンの提案にせよ，フランス参事院の決議にせよ，

当時の一般情勢からすれば，かなり理想的なもので，現

実には市民はどうすることもできない状態におかれてい

た．すなわち，都市の実情の2，3を記すとこうである．

2輪馬車や4輪馬車が都市で一般に使用され始めたのは

16世紀であるが，これが道路の拡張にともなって，次第

に道路を雑と．うさせる結果となった．16世紀末にはすで

に馬車の災禍が指摘されており，1665年4月にはチャー

ルス2世は都市の根本的改造を勧告した．また，都市内

における諸種の産業が発達してきたにもかかわらず，仕

事場はいぜんとして中世的な状態にあり，醸造家・鋳物

師・染物師・漂布工・繰皮工・織工（100以上の織機を

1957年1月
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もつ）などの手工業が，都市の中で一つの場所をしめて

いた．小公園・並木・植込みは，バロック的な意匠の象

徴として17世紀の都市計画にいれられてはいたが，これ

は空間における一種の造形的構成で，今日考えられてい

るような緑地の衛生気候学的見地から取入れられたので

はなかった．むしろ逆に，きたないものにはふた式に，

産業地帯を視野にいれまいとするふたの役割を小公園・

並木に果させようとしたものであろう．イヴリンの言は

有能かつ洞察力のある人の言葉で，当時の都市の実情や，

実施される都市計画は極めて低位の段階にあったようで

ある．

　わが国における比較的自由な都巾計画は・城下町にお

いてみられる．しかし，これらの徳川初期50年間の武士

の手による都市計画には，洪水対策はあったが，その土

地の気候条件は考慮されてなかった．ただ，商売上の専

門の町を造り，呉服町・鍛治屋町・塩町というような名

をつけて同業老を集め，その専門街の配置には風の条件

が考慮されていた．すなわち・火災の心配のない魚町・

塩町を風上に配置し，鍛治町・鉄砲町は風下に置いた．

また，主要道路の幅は4簡が普通であったが，江戸・名

古屋では防火帯の役目をする広小路があった．家屋の防
　　　　　かおき
火対策には祉木造りなどがあったが・しかし，実際の効

果はうたがわしい．長野の町家は外側全部が完全な土蔵

造りで，善光寺の援助もあって，これは完備した場合で

ある．

　以上のように，都市の規模の増大とともに，市民は，

都市が造りだす特殊の気候に気がつき始めた．また，そ

の被害もいちじるしくなった．都市が造りだす特殊気候

の原因としては，（1）都市の面積の拡張にともなう建造物

の集合，⑧市外とは違った物質，例えば屋根・鋪装道路な

どによって地表が掩われること，13）人口の集中と，都市

内部の地域分化とが進み，馬車による市内交通が盛んに

なったこと，などがあげられる．

3．観測時代の初期

〔A〕　産業革命から観測時代へ

　産業革命を境として，科学は産業技術と結びついて・

地上にその芽をのばし始めた．気象学も，組織的な観測

によって近代における前進を始めた．

　1787年イギリスでは木綿紡績工場に初めて蒸気機関が

導入された．それまでは，水力と風力によっていたから，

工場地域は一般に川岸に沿って拡ったが，このころから，

工場施設は動力の中心から極めて近い範囲内に集中され

るようになった．19世紀になると，利潤という誘因を別

にすれば，工業そのものが，都市拡大の一因子となって

きた．そうして，都市における工場のもたらす悪環境は・

大気汚染のほか，不潔・騒音・震動・臭気などの多方面

にわたった．1820－1830年代には鉄道が開通し・さもに，

工場に引込線が引かれるようになると・その災禍は鉄道
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によって倍加された．機関車はごう音と煤煙と砂ぼこり

　を都市にまき散らし，荒廃化（Abbau）はイギリスでは

1840年にその極大に達した．それに加えて問題を起した

のは・1814年に一般に使用されだしたガス燈である．19

世紀末にかけて・工場から家庭へ，大都市から中小都市

へと普及したが，ガス漏洩・ガス発生工場付近の臭気は，

都市の悪環境の1つであった．

　都市人口は極度に増加した．マンチェスターは1685年

に6000人であったが，1760年には約4万，バーミンガム

はそれ以前4000人であったのが1760年に約3万というよ

うに，工業都市の増加ははなはだしい．また，ロンドン

　●パリー・ベルリンの人口も王9世紀の最初と最後ではそ

れぞれ約5倍・9倍・3．5倍というように躍進してい
る．

　一方・都市内部の地域分化はさらに進んで，いわゆる

中心地域central　areaの形成，すなわち中心地区とそ

の付近の街路計画・土地利用が確定し始めた．イギリス

の大都市では・この時期はほぼ1830－40年と考えられて

いる．以後，急速に成長し，自動車交通が盛んになるま

で・一般に20世紀の初期まで続いている．ロンドンでは

19世紀中ごろまで・中心地区の人口は上昇を続け，1860

－80年間はほぼ増域なく・その後はかえって下降してい

る．　（この下降は郊外人口のいちじるしい増加でおぎな

われている．）つまり都心に職業をもつ市民が郊外に移

住したわけである．中心地区の確立と，都市の平面的拡

大にともなって・馬車鉄道・路面電車が都市内の交通機

関として発達しだした．これらは，パリー・ロンドン・

ベルリンにおいて・いずれも19世紀の中ごろ，アメリカ

では1880年ごろである．

　以上の諸現象が・いずれも，近代的な意味での都市気

候の主要な因子となっている．つまり，19世紀の都市の

すさまじい発展にともなって，都市の形成する特殊気候

も，急速にその性格を強めたのである．

〔B〕19世紀後半から20世紀の初め

　気象観測は・個人的なものは別として，組織的に行わ

れだしたのは18世紀から19世紀にかけてである．そし

て・その観測結果が整理され・都市の内部の観測所と郊

外の観測所の値の比較が行われたのは19世紀の約中ごろ

からである．ルイコットがパリー（1774），ハワー・ドが

ロンドン（1818）について発表したが，とくに，ハワー

ドの第3版L．Howa「d；ClimateofLondon　deduced
from　meteorolo91cal　observations（1833）　は3巻から

なり，第1巻はロンドン市内についての値で，1797－

1831年間の観測結果を示し，この中には有名な雲の分類

も含まれ，あゆらる気象要素についてまとめられており，

海やテームズ河その他局地的な因子の影響も考察されて

いる！第2・第3巻は1806－1830年間における郊外の観

測値で・極めて詳細なものである．その後，ベルリン・

ウィーンと相ついで半世紀あるいは1世紀にわたる観測

　24

結果をまとめた報告がでた．付表＊には，観測値によっ

て気候誌的に都市の気候を記述した単行本または主要な

論文をまとめてかかげる．これをみて気付くことは，ヨ

ーロッパとくにドイツにおいてよくまとめられているこ

と・アメリカは観測開始はおそくないが，結果の刊行は

おそいこと，などである．

　これに対して・都市気候特有の現象の1つ，いわゆる

都市温度（市内が市外より高温であること）の存在，お

よび都市霧の研究は，第1表（aXb）の通りである．これら

の研究が・一般の気象観測結果の報告とほとんど平行し

て発表されたことがわかる．しかし，都市温度の研究で

はその統計期間が短く・比較される市外の観測所の観測

開始が，市内のそれよりかなりおそかったことがわかる．

第1表　（a）初期における都市温度の指摘

都　市　名

Paris

Mlinchen
ヨーロツパの
　多くの都市
Berlin

St．　Louis

Wien
Berlin

Chicago

東　京

MUnchen
Moskau
東　京

　　　　モ
発表劃発表年

Mahlmann
、Renou

，Wittwer

Hann
Perlewitz

Hammond
Hann
Hellmann，

的日宗祐
’
T reibich

Bogolepow

佐々倉航三

1841

1855

1860

1885

1899

1902

1908

1914

1922

1927

1928

1931

統計期間

i1816－1860

1888－1897

1891

1851－1880

1881－1910，

一1913－1916

1923－1926

1923－1926

1931’（2月）

温度差

　0．7。C

　O．9。C

O．4～1，1つC

4．6。F（平

均日最低）

1．0。C

0．5。C

O。9。C

O．7。C

O．7。C

第1表（b）初期におけ・る都市霧の研究

都　市　名

London

Paris

London

London

London

London

Wien
Sofia

London

Milano

発　表　者

・Russel，W．」．

Angot
・Scott

Russe1，F．A．I

Carpenter

Brodie

Thomas
Kassner

Aitken

Gabba

発表年

1891

1893

1893

1893

1903

1911

1915

1916

1921

1924

付　　記

・／1871－75は50・8日

／1876－90は74．2日

v

1891－1914の統計

1835－1920の，統計

都市霧についてはロンドンが主要な研究舞台となってい
る．

　この頃の都市は，まさに空前の発達をとげており，人

＊紙面の都合で（2）報の最後に掲載する。

懸天気”　4　1
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口についてみると，ロンドンでは19世紀初め約90万であ

ったのが，半世紀のうちに200万を突破し，20世紀初め

には450万を越していた．アメリカでも人口増加はいち

じるしく，ニューヨークは1800年6万，1880年120万，

1930年690万というはげしさであった．20世紀初めには，

人口百万以上の都市は世界で11にもおよんでいる．都市

における人口の増加は，都市気候の因子の重要な一部で

ある交通現象を盛んにさせた．倒えば，アメリカの都市

では，20世紀初め市街電車は90％の人がこれで通勤する

ほどまで発達し，玉911年フォードの自動車大量生産が開

25

始してから，自動車の交通量の増加は，ますますはげし

くなった．また自動車の発達によって通勤範囲が拡大し，

市の限界も拡大する結果がみられる．ヨーロッパでも事

情は同じで，大都市の中心地区の機能を時代的にみる

と，イギリスで1920－1939年頃は自動車輸送時代とさ

れ，その機動車数は1922年から1939年にかけて65万台

から250万台になっている．

　このようにして，現代の都市は，ますますその集中化

を続けている．結局．都市の生みだす特殊の気候状態は，

一層明瞭になってきたのである．

＜書　評＞　　気象電気学　気象学講座

　　　　畠山久筒，川野実（地人書館）102頁

　実はこの書物を手にとったときは，感想を書かねばな

らないという意識もあって，本を開くのが一寸苦痛だっ

たが・さて読み始菊てみると最近のこの方面の文献にう

とい私にもすらすら読めて，本文が90頁少しの故もあろ

うが，ともかく一気に読破できた．読後の感想は一口に

塾って蒔楽しかった惑である．この本が素人の私にも面

白いのは懸気象学の中に気象電気学をとけこませたい”

著者の念願からくる細かい心づかいが，平易な記述とな

って現われたからであろう（やくかいな数式などはほと

んどない）．内容の並べかたにも序文によると独得の創

意があるらしいが，この方は私には分らない．むしろ私

には，説明がダブッて入ったり，始めの方に分りにくい術

語が出て後になってやっとその意味がのみこめるという

場面にあったりして，少し困ったことを申しあげておく．

　本文は7章にわかれているが，晴天時の気象電気現象
の解説が主体であり（またこの部門が一番興味をひく，

これに煙，風塵，降水による電気現象及び雷雨電気現象

の説明が加わっている．

　晴天時の電気現象で大きい役割りをするのは乱流交換

層で，これによって海上，高層と陸上の電場の日変化の

違い及び市街地における特異な日変化型がよく説明され

る．著者の1人（川野）の研究が屡々引用されるが，立
派な業績として敬意を表したい．気象現象との結びつき

がよくできており，電気のきらいな気象人もこの部分だ

けは読んで貫いたいと思う．交換層の知識についてはむ

しろ教えられるところが多いはずである（第9図の交換

層高度をどんな定義で求めたか，本文からだけでは分ら

なかった．記号についても自明として説明を省略したと

ころがあるが，よく書かれた本だけに気になる）．・

　気団による電場の特長も，これ位電場変化の機構が分
っておれば，もう少し気団性質との関連において書けそ

うなものだと思うが，一寸はがゆいところである．つい

で下層大気の電離に大きい影響をもつ大気中の自然放射

能についての量的議論がなされる．戦前の気象電気学書

になかったものの一つであろう．短かいが人工放射能と

電場との関係がよく書かれている．

　煙，風塵による電場変化については畠山博士の一連の

研究があり，それを主体にして話が進められているが，

私には親しみ深い章である．次章宅は電位傾度及び電気

伝導率の高度分布の実測と，後者の高さによる増大の理

1957年1月

論的説明がある．美事な理論と思う．第6章は降水時の

気象電気で，降水空電という新しい研究と並んだ雨，雪

の帯電機構の節では古い文献が主体になっているところ

をみると，その後の大きい進歩はないらしい．最後の章

である雷雨の電気は始めから“他書に譲った”部門であ

る．　　　　　　　　　『　　　　　　　（桜庭信一）

　　　大正15年よリ昭和50年に至る30箇年気象観

　　　測報告　　（成聡高等学校発行　非売品）

　おもしろかったのは，ひと冬の間にはる氷の全部の厚

さはどれくらいあるかとい，う観測表．洗面器にはった氷

を毎朝ものさしで計ったものの累計である．累計平均は

829．2cm，寒かった年で例えば昭和21～22年には
1，061．3cm，暖冬という24～25年には558．5cmとそれぞ

れ特長をあらわす．東京のひと冬の全部の氷の厚さはい

くらか？というクイズとして「しばらく天気相談所では流
行した．

　ある冬の降水をとらえて，学生の報告を求め，都内の
雪と雨の分布を調べたものや，初霜線とか初氷線，等積

雪線．など似たような分布であり，われわれには大変あ

りがたい調査ものっている．

　昭和元年から30年までの観測の整理がこの本の使命で

あり，その観測はほとんど気象台の正式観測とおなじ方

法を採用している．いちいち要素ごとに各年の値をなら

べ，その30年平均値をかかげ，さらに都心の中央気象台

の同期間の累年平均と比較してある．便利だ．責任者加

藤藤吉氏から寄贈されてから，天気相談所では閣しばしば

この本の資料をもとにして市民に答えるようになったが

やはり最も活用「しているのは今のところ気温である．・

　気象観測が本職というわけではない学校の教師が，い

くら好きだからといって，いくら自らの教育方針だから

といって，とにかく30年間っづくというのは大したもの

であろう．まして学校には休みがある．人数が多いから

といって生徒の好き嫌いのカラーもある．やはり・リーダ’

一の教師が独りで苦労しなくてはならない筈だ．また学

校当局の理解がどうしても必要だ．めぐまれた場（それ

もり一ダー自身が開拓したのかも知れないが）において

，熱心なリーダーがいたための30年間の結果である．た

だ若いものからみるとき，尊敬の念とともに，「老いの

一徹」式にやられたのでは学生もたまらないし，それで

は仕事が長っづき’しないだろうと秘かに考える．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平塚和夫）
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